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                                     様式３ 

論 文  内  容  の  要  旨  

氏  名  （  吉  村  拓  美  ）  

論文題名 
児童福祉領域における対人援助職のキャリア発達支援 
―トラウマインフォームドシステムの構築を目指して― 

論文内容の要旨 

 

本研究は，専門職であると同時に公務員として，組織集団のなかでキャリアを発達させてきた児童福祉領域の対

人援助職の語りを質的及び量的に分析して仮説生成を行なった探索的研究である。一部に，筆者による当事者研究

が含まれる。研究の成果としては，現場の貴重な語りを時間軸で経過を追って分析し，多職種連携において支援者

間で生じうる二次的トラウマティックストレス（STS）と回復を可視化し，対人援助職に好ましい並行プロセスを

提供するスーパービジョン（SV）システムを補完する安全策としてのピアグループSVと，トラウマインフォーム

ドケア（TIC）を前提としたシステム（TIS）構築に向けた取り組みとしてラップアラウンドの２点を提案した。 
同時に，児童福祉領域の対人援助職の総体として評価するには，検討の余地がある。時代が移り変わったとして

も，しばらくは児童福祉領域においてSTSを体験する対人援助職はなくならないと思われる。一歩ずつ，対人援助

現場に好ましい並行プロセスを生じさせるために，TICを国内の文脈に最適化しながら，TISとしての社会づくりを

進める歩みを続けていくことによって，トラウマのメガネを装備している人が増えることが期待される。TICが対

人援助の専門職に限らず，地域社会のあらゆる立場で標準装備されることによって，巡り巡って当事者にとっても

回復しやすく，早期発見や未然防止に繋がりやすい社会が実現されると論じた。 
 

本研究の概要は以下の通り 

本研究は３部構成である。序章の第１節では本研究の問題意識を述べている。児童福祉領域の対人援助職のキャ

リア発達を支援する必要性を整理し，支援者の心理的危機に至るリスクを回避するために，具体的解決策を検討す

ることには意味があると示した。第２節では本研究の概要を示した。 

第Ⅰ部では，理論的検討を行った。第１章で児童相談所（以下，児相とする。）や児童福祉司，キャリア発達，

共感性疲弊，支援者支援学，メンタライゼーションといった用語を整理した。 

第２章では，論点整理の中で抽出された課題として，特に児童福祉領域の対人援助職の安全なキャリア発達に向

けた環境構築について文献研究を行い，実装科学の知見から当事者の視点を実装することを重視した（研究１）。 

第３章では，理論的検討を総合して本研究の目的と構成を整理し，図示した。 

第Ⅱ部では，実証的検討を行った。第４章では実際に，児童福祉領域の対人援助職が業務継続を困難に感じるこ

とにはどういった背景があるのか，特に他領域から配属されることがある児童福祉司について，心理職及び近接す

る他領域の対人援助職がキャリア移行によってどのような経験していたのか複線経路・等至性アプローチ（TEA）

を用いて継時的にプロセスを分析し，キャリア発達におけるSTSの影響を示した（研究２－１及び研究２－２）。 

第５章では，休職者や離職者を減らし，業務継続の可能性を高めるためにはどういった支援が準備されると良い

か，特に児童福祉司を指導教育する立場から，複数の児童福祉司がピアな立場で受けるグループSVを対象として

分析し，好ましい並行プロセスのバリエーションを増やし，現状を補完するシステム整備を提案した（研究３）。 

第６章では，支援者にとっては被支援者を支援することと同程度に困難を感じることが推測される，支援者ネッ

トワークにTICを実装することによって，支援者のSTSを解消することに繋がり，最終的には当事者に好ましい並

行プロセスが提供されることが期待されることをプロセスモデルから可視化した（研究４）。 

第Ⅲ部では，考察を行った。第７章では，各研究を総合して，対人援助職のキャリア発達支援になにがあると良

いか，中動態，バウンダリー，正義の文化等のキーワードから考察した。 
第８章では結論として，今後の研究の方向性について論じ，本研究の限界を整理した。 
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論文審査の結果の要旨 

本研究は、児童福祉領域における対人援助職へのキャリア発達支援について、児童福祉領域の対

人援助職の語りを質的及び量的に分析したものである。現場の語りを時間軸で経過を追って分析

し、多職種連携において支援者間でも二次的トラウマティックストレスが生じうる点を可視化し

た。対人援助職に好ましい並行プロセスを提供するシステムとして、ピアグループスーパービジョ

ンとラップアラウンドに注目し、トラウマインフォームドシステムの構築に向けた具体的な提案に

つなげている。 

本研究は、以下の3部構成である。序章では、第１節で本研究の問題意識が述べられ、児童福祉

領域の対人援助職のキャリア発達に焦点を当てキャリア発達を支援する必要性が整理されている。

第2節では本研究の概要が示されている。 

第Ⅰ部では、理論的検討が行われた。第1章で、児童相談所や児童福祉司、キャリア発達、共感

性疲弊、支援者支援学といった主たる用語を整理した。第2章では、論点整理の中で抽出された課

題として、特に児童福祉領域の対人援助職のキャリア発達に焦点を当てて、安全なキャリア発達に

向けた育成環境づくりについて文献研究が行われた（研究1）。第3章では、理論的検討を総合し

て、本研究の目的と構成が整理されている。 

第Ⅱ部では、実証的検討が行われた。第4章では、実際に児童福祉領域の対人援助職が業務継続

を困難に感じることにはどういった背景があるのか、特に他領域から配属されることがある児童福

祉司について、心理職及び近接する他領域の対人援助職がキャリア移行によってどのような経験を

していたのかを複線径路・等至性アプローチ（TEA）を用いて継時的なプロセス分析を行った（研

究2-1及び研究2-2）。第5章では、休職者や離職者を減らし、業務継続の可能性を高めるためには

どういった支援が準備されると良いか、特に児童福祉司を指導教育する立場から、複数の児童福祉

司がピアな立場で受けるグループSVを対象として分析した（研究3）。第6章では、共感疲労や二次

受傷、トラウマの再演、並行プロセスといった支援者支援学の概念を用いて、支援者にとっては被

支援者を支援することと同程度に困難を感じることが推測される多職種連携について検討している

（研究4）。 

第Ⅲ部は考察であり、第7章では、各研究を総合した考察が論じられている。第8章では結論とし

て、今後の研究の方向性について論じ、本研究の限界が整理されている。 

本研究は、児童虐待対応を中心とする児童相談所等をフィールドとし、児童福祉司等へのインタ

ビューから児童福祉領域で働く支援者の声を聞きとり、手続きに則って分析がなされている。先行

研究の整理からも明らかにされているように、日本の児童福祉領域における業務過多や人材育成は

喫緊の課題として社会的意義の高い研究課題である。現場職員としての当事者性を有しながら、質

的及び量的な研究法を用いて多面的に現場の実態を把握した本博士論文は、きわめて独自性が高

く、実践的である点が高く評価できるものである。 

よって、本論文は博士（人間科学）の学位授与に値すると判定した。 


